
義肢装具自立支援学科 専門

海外研修授業科目

義肢対象学科４対象学年【担当教員名】

大鍋 寿一、坂井 一浩、月城 慶一 選択必修･選択後期開講時期

90時間数２単位数

【概要・一般目標：GIO】

義肢装具士の資格を得るのに加え福祉機器の大学教育を得るために、医療福祉系では最初に大学学部教育を受けている学生として、

より広い視野から判断できるリーダーの素養を身につけるためアメリカまたはドイツで海外研修を受ける。

今まで学んできた専門用語を使ってのコミュニケーションの確認を行う。

【学習目標・行動目標：SBO】

１．社会人・専門職としての視野を広げる。

２．福祉機器研究開発の最先端の状況を知る。

３．英語への動機付けを得る。

４．将来の進路戦略の参考とする。

５．専門用語について英語の習得を実体験するとともに、さらにその必要性を体得する。

学習方法・学習課題
備考・担当教員

SBO
番号

授業計画・学習の主題
回
数

1,2,3,アメリカでの研修としてはピッツバーグ大学ならびに退役軍人局ピッツバーグ２

4,5医療機構（病院）人間工学研究所、義肢装具製作所を訪問見学し、研修を行う。３
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【履修上の留意点】

積極的に質疑応答に参加すること

実習においては注意事項を良く聞き安全に気をつけること

【評価方法】

研修態度、英語への取組み態度、レポートによ

り評価




